
琳派展ⅩⅠ　 花 の 協 奏 曲
コンチェルト

９．   　開催趣旨

　11回目を迎える毎秋恒例の琳派展。本年は300年以上に及ぶ琳派の歴史において、常に描き続けられてきた

草花図に焦点を当てます。

　四季の移ろいに伴い豊かに花が咲き巡る日本では、古くからさまざまな草花を和歌に詠み、季節を示す象徴と

位置づけ親しんできました。一方絵画においては中世以降、四季花鳥図や月次花鳥図などが描かれましたが、

多様な植物を積極的に取り上げ、その特性を存分に描き表わしたのは、近世の俵屋宗達を基点とする琳派の

画家たちです。

　本展では宗達派の金銀泥絵をはじめ、「伊年」印の草花図、光琳派の華麗な作品、芳中や江戸琳派など後期

琳派の花鳥図等、多数の作品を展示。琳派の花々が奏でる美しい旋律により、新たな琳派の魅力を紹介します。

開催要綱

１．� 展覧会名称　　琳派展ⅩⅠ「花の協奏曲」　

２．� 主催　　　　　 　細見美術館　京都新聞社　

３．� 後援          　　京都府教育委員会　　京都市教育委員会　

　　　　　　　　             京都市内博物館施設連絡協議会　　NHK京都放送局

４．� 会期　　　　　　平成20年11月8日（土）～平成21年2月8日（日）

５．� 休館日　　　　　毎週月曜日（祝日の場合、翌火曜）

　　　　　　　　　　　　     [年末年始]12月24日～1月1日

６．� 開館時間　　　 午前10時～午後6時

７．� 入館料　　　　　一般1000円（800円）　　学生800円（600円）

　　　　　　　　　　    　　※（　）内は20名以上の団体料金

８．　    会場　　    　　 細見美術館

　　　　　　　　    　　　　京都市左京区岡崎最勝寺町6‐3

　　　　　　　　　    　　　電話075-752-5555　
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